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20周年記念号の
主な特集記事

第１号　2010.1月
・連合新潟の歴史、
　　　　これまでの活動⑴
・労福協って？

第２号　2010.4月
・連合新潟の歴史、
　　　　これまでの活動⑵
・イーデス・ハンソンさんとの　
　　　　　座談会ダイジェスト

第３号　2010.7月
・連合新潟会長と青年委員会、女
性委員会との座談会

第４号　2010.10月
・連合新潟のこれからの取り組み
・次代を担う新組合員から見た連
合活動

　

連
合
・
連
合
新
潟
は
、
結
成
か
ら
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
ま
た
、
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
も
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
連
合
運
動
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
（
連
合
）
が
進

ん
で
い
く
べ
き
方
向
を
、
二
回
シ
リ
ー
ズ
で
連
合
新
潟
斉
藤
事
務
局
長
に
聞
き
ま
し
た
。

連
合
は
い
つ
で
き
た

の
で
す
か

　

連
合
は
そ
れ
ま
で
四
つ
あ
っ

た
労
働
団
体
が
一
つ
に
ま
と
ま

っ
た
民
間
連
合
を
ベ
ー
ス
に
、

一
九
八
九
年
に
官
民
が
統
一
、

八
〇
〇
万
連
合
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
二
〇
年
が
経
ち
ま
す
。

「
連
合
」
は
略
称
で
、「
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
」
と
言
い

ま
す
。
連
合
新
潟
は
、
同
年
一

二
月
一
五
日
に
結
成
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
、

全
国
の
都
道
府
県
を
単
位
に
地

方
連
合
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
連
合
新
潟
」の
正
式
名
は
、「
日

本
労
働
組
合
総
連
合
会　

新
潟

県
連
合
会
」
と
い
う
長
い
も
の

で
す
。

結
成
に
向
け
て
は
順

調
に
進
ん
だ
の
で
す

か
　

結
成
に
向
け
て
は
、
日
本
を

代
表
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
と
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の

WE連合（　　　　）

連
合
の
誕
生
に
社
会

の
反
応
は
ど
う
で
し

た
か

　

結
成
大
会
に
掲
げ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、「
平
和　

幸
せ　

道

ひ
ら
く
」
で
す
。
そ
し
て
、「
力

と
政
策
」、
政
策
実
現
力
と
経

済
闘
争
力
の
た
め
に
結
集
し
た

連
合
は
、
大
き
な
期
待
が
社
会

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に

「
政
策
の
連
合
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
労
働
分
野
な
ど
に
お

い
て
は
三
者
構
成
（
政
・
労
・

使
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
政
策
策

定
過
程
へ
の
参
画
と
意
見
反
映

の
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
、
政

策
立
案
能
力
を
蓄
積
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
政
策
決
定
過
程

（
国
会
審
議
）
へ
の
対
応
も
強

め
、
政
策
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

民
主
党
を
中
心
と
し
た
政
権
が

誕
生
し
た
今
日
、
国
民
の
期
待

に
応
え
、「
働
く
者
が
自
ら
つ

く
り
、
実
現
を
め
ざ
す
、
働
く

者
の
た
め
の
政
策
」
の
実
現
に

向
け
た
役
割
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

結
成
当
時
の
連
合
新

潟
の
様
子
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
す
か

　

私
は
、
民
間
連
合
新
潟
の
青

年
委
員
会
副
委
員
長
で
し
た
か

ら
、
官
民
統
一
の
青
年
委
員
会

結
成
に
向
け
て
、
連
合
新
潟
の

事
務
局
に
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
足

を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
官
民
統

一
後
も
青
年
役
員
と
し
て
、
執

行
委
員
会
へ
の
オ
ブ
参
加
の
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
執
行
委
員

会
で
は
、
そ
れ
ま
で
違
っ
た
労

働
団
体
で
活
動
し
て
き
た
組
合

が
集
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
み
ん
な

で
取
り
組
む
新
た
な
運
動
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

当
時
は
「
心
あ
わ
せ
、
力
あ
わ

せ
」
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使

わ
れ
、
構
成
組
織
間
の
交
流
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
結
成
後

数
年
間
は
組
織
の
一
体
感
の
醸

成
に
力
が
注
が
れ
ま
し
た
。

結
成
か
ら
二
〇
年
、

連
合
は
何
を
め
ざ
し

て
き
た
の
で
す
か

　

連
合
は
、
昨
年
の
第
一
一
回

定
期
大
会
で
も
、
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
の
活
動
か
ら
一
歩
外
へ
出

る
こ
と
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
結
成
一
〇
周
年
に

「
二
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
取

り
ま
と
め
、「
労
働
を
中
心
と

し
た
福
祉
型
社
会
」
の
構
築
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
外
部
有
識
者
に

よ
る
「
連
合
評
価
委
員
会
」
は
、

二
〇
〇
三
年
九
月
の
報
告
で
、

企
業
内
組
合
の
限
界
を
克
服
し
、

働
く
者
が
連
帯
し
社
会
の
不
条

理
と
闘
う
こ
と
を
連
合
に
促
し

ま
し
た
。
そ
の
年
の
連
合
第
八

回
大
会
で
は
、「
組
合
が
変
わ
る
、

社
会
を
変
え
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
連
合
評
価
委
員
会
報
告
で

の
指
摘
を
反
映
さ
せ
た
取
り
組

み
を
進
め
る
運
動
方
針
を
決
め

て
い
ま
す
。〈

次
号
へ
つ
づ
く
〉

労
働
組
合
に
参
加
が
呼
び
か
け

ら
れ
大
き
な
流
れ
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
で
は
連

合
へ
の
参
加
に
向
け
て
議
論
が

重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
結

成
に
あ
た
り
労
働
団
体
の
国
際

自
由
労
連
へ
一
括
加
盟
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
加
盟
を
否
定
し
、
連
合
へ

の
結
集
に
異
議
を
唱
え
た
一
部

の
人
た
ち
が
全
労
連
な
ど
の
別

組
織
を
作
り
ま
し
た
。

連
合
へ
加
盟
す
る
た

め
の
約
束
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

連
合
へ
の
加
盟
は
、
産
業
別

組
織
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

加
盟
に
あ
た
っ
て
は
「
連
合
の

進
路
」「
規
約
」「
運
動
領
域
と

活
動
の
あ
り
方
」
に
賛
同
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
連
合
新
潟

は
、
中
央
（
連
合
）
に
加
盟
し

て
い
る
産
業
別
組
織
の
県
内
組

織
を
も
っ
て
構
成
し
て
お
り
、

現
在
は
三
六
組
織
で
す
。
ま
た
、

産
業
別
組
織
に
加
盟
し
て
い
な

い
新
潟
県
内
の
組
合
は
、
産
業

別
組
織
に
加
盟
す
る
ま
で
の
間
、

特
別
参
加
組
織
と
し
て
連
合
新

潟
に
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
の
特
別
参
加
組
織
は
、

一
人
で
も
入
れ
る
「
に
い
が
た

ユ
ニ
オ
ン
」
な
ど
三
組
織
で
す
。

連合新潟20周年記念レセプション　会場には、各労組がつないだ「隣の単組訪問」
の旗も掲示されている。（円内はインタビューに答える斉藤事務局長）

　

連
合
新
潟
が
結
成
し
20
周
年
を
迎
え
て
役
員
・

組
合
員
の
世
代
交
代
が
進
み
、
連
合
結
成
の
歴
史

や
意
義
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
原
点
に
返
り
、

連
合
を
構
成
す
る
の
は
私
た
ち
「
Ｗ
Ｅ
連
合
（
私

た
ち
は
連
合
で
す
）」
を
確
認
し
運
動
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
20
周
年
企
画
委

員
会
で
は
、
記
念
特
集
号
の
発
刊
を
計
画
し
ま
し

た
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り
に
こ
の
記
念
特
集
号
を

読
ん
で
頂
き
、
連
合
を
改
め
て
「
自
分
た
ち
の
も

の
」
と
捉
え
、
一
体
感
を
も
っ
て
運
動
を
推
進
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
記
念
特
集
号
を
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

 

連
合
新
潟
20
周
年
事
業
企
画
委
員
会

20周年記念企画　労働基準法クイズに正解して、豪華賞品を当てよう！
　連合新潟では、20周年記念企画の一つとして、記念特集号に労働基準法
クイズを掲載していきます。このクイズの正解者の中から抽選で１名の方に、
NICE TRIP（JTB旅行券）30,000円分をプレゼント！
（その他参加者にも抽選で粗品をプレゼント）
　右記のQRコードから、どしどしご応募下さい。

　ケータイサイトからの応募が難しい場合は、下記に必要事項を記載の上、
所属の労働組合へ提出してください。（応募はひとり１件まで）

連合新潟20周年記念特集号（１号）労基法クイズプレゼント係
構成組織名　　　　　　　　　　　　　　　　　労働組合名　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：　　　　　　　　　　　　　　　

クイズの答え　　問1.　　　　　　　　　　　　問2.　　　　　　　　　

　　応募締切：2010年２月19日（金）　応募資格：連合新潟加盟組合の組合員
　　抽 選 日：2010年２月26日（金）　当選発表：当選者にはe-mailへ連絡します（無い場合は労働組合へ連絡します）
＊　労働組合→（構成組織）→連合新潟へ提出して下さい。
＊　e-mailアドレスは、連合新潟メールマガジンに登録させて頂きます。

きりとり線

問題１．残業割増手当について
　ある企業（製造業）で働くAさんは、ある１週間は下記のように働きました。
　労働基準法上の残業割増手当に該当する時間数を下記①～⑤の中から選んでください。
　但し、変形労働時間制は協定していないものとします。

曜　日 日 月 火 水 木 金 土 合計
時　間 休 ９ ８ 8 ８ ９ ７

答え　①０時間　②１時間　③２時間　④７時間　⑤９時間

問題２．就業規則について
　就業規則には、必ず記載しなければならない事項があります。下記①～⑤の中から選んでください。

１ 始業・就業時刻 ２ 休憩時間 ３ 休日
４ 休暇 ５ 賃金の決定と計算方法 ６ 賃金の支払い方法
７ ボーナス一時金 ８ 退職手当 ９ 安全・衛生
10 表彰・制裁 11 任意退職 12 解雇
答え　①１、 ２、 ３、 ４、 ６、 ７、 ８、 11
　　　②２、 ３、 ４、 ５、 ６、 ７、 10、 12
　　　③１、 ２、 ４、 ５、 ８、 ９、 11、 12
　　　④１、 ２、 ３、 ４、 ５、 ６、 11、 12
　　　⑤１、 ３、 ５、 ６、 ９、 10、 11、 12

私たちは
連合です



連　　　合　　　新　　　潟平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） (2)記念特集第１号
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▲

 http://niigata.rofuku.net/

◎
労
福
協
の
歴
史

【
結　

成
】

　

労
働
者
が
食
料
・
生
活
必
需
品
を
手
に
入
れ
づ
ら
か
っ
た
昭
和

二
四
（
一
九
四
九
）
年
、
労
福
協
の
前
身
「
労
務
者
用
物
資
対
策

中
央
連
絡
協
議
会
（
物
体
協
）」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
名
称
を

変
更
し
て
現
在
の
「
労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会
（
中
央
労
福
協
）」

に
な
り
ま
し
た
。
労
福
協
は
今
年
結
成
六
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

【
労
働
金
庫
を
設
立
す
る
】

　

一
九
四
九
年
の
総
同
盟
大
会
、
一
九
五
〇
年
の
総
評
結
成
大
会

で
、
労
働
金
庫
設
立
が
方
針
化
さ
れ
、
中
央
労
福
協
が
中
心
と
な

っ
て
「
生
活
物
資
対
策
の
充
実
と
労
働
金
庫
の
設
立
」
協
議
の
場

が
設
け
ら
れ
、
一
九
五
三
年
労
働
金
庫
法
が
制
定
さ
れ
ま
す
。
質

屋
と
高
利
貸
し
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し
た
労
働
金
庫
が
全
国
に
誕

生
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
共
済
事
業
を
開
始
】

　

労
働
者
共
済
事
業
に
つ
い
て
中
央
労
福
協
の
「
共
済
専
門
委
員

会
」
で
議
論
さ
れ
、
一
九
五
四
年
大
阪
、
翌
年
新
潟
で
先
駆
的
に

火
災
共
済
事
業
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
直
後
に
新
潟
大
火
が
発

生
、
全
国
の
労
働
組
合
の
協
力
で
迅
速
に
給
付
を
行
っ
た
こ
と
が

共
助
と
し
て
の
労
働
者
共
済
事
業
の
評
価
を
高
め
、
各
県
の
共
済

事
業
が
本
格
化
し
全
労
済
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

21世紀は労福協の出番だ！
「
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る

 

安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」

 

を
め
ざ
し
て

【
新
潟
県
労
福
協
】

　

一
九
五
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
「
新
潟
県
労
働
者
福
祉
対
策
協
議

会
」
は
労
働
金
庫
設
立
が
目
標
で
、
五
二
年
に
新
潟
県
労
働
金
庫

設
立
総
会
を
行
っ
て
そ
の
後
も
労
金
育
成
強
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

そ
の
後
さ
ら
に
労
働
者
福
祉
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
一
九
五

五
年
に
県
内
労
働
組
合
直
接
加
盟
の
「
新
潟
県
労
働
者
福
祉
対
策

協
議
会
（
福
対
協
）」（
七
〇
組
合
二
五
，
〇
〇
〇
名
）
を
誕
生
さ

せ
、
一
〇
円
牛
乳
を
生
産
者
か
ら
消
費
者
に
直
接
供
給
す
る
事
業

と
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

福
対
協
は
事
業
を
拡
大
し
な
が
ら
生
協
組
織
に
衣
替
え
し
て

「
新
潟
県
総
合
生
活
協
同
組
合
」
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
新
潟
県
に
お
い
て
は
中
央
労
福
協
に
対
応
す
る
組
織
と
し
て
の

新
潟
県
労
福
協
の
設
立
は
一
九
八
八
年
六
月
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま

で
は
総
合
生
協
の
常
勤
役
員
が
労
福
協
役
員
を
兼
務
し
て
対
応
し

て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
」
の

正
式
な
歴
史
は
ま
だ
二
一
年
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
労
福
協
に
参
加
し
て
い
る
労
働
組
合
は
連
合
加
盟
組
合
だ

け
で
、
こ
の
点
で
新
潟
県
労
福
協
は
中
央
や
他
県
と
は
状
況
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

中
央
労
福
協
は
旧
労
働
団
体
時
代
か
ら
そ
の
枠
を
越
え
て
労
働

者
福
祉
向
上
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
成
時
か
ら

「
上
部
団
体
の
枠
を
超
え
、
す
べ
て
の
労
働
組
合
と
福
祉
事
業

団
体
が
参
加
し
て
結
束
す
る
」
と
い
う
路
線
で
す

　

ま
た
新
潟
県
は
労
働
金
庫
も
総
合
生
協（
全
国
的
に
は
全
労
済
）

も
単
県
の
事
業
体
と
し
て
他
県
に
例
を
見
な
い
業
績
を
残
し
て
き

ま
し
た
。
各
労
働
組
合
が
労
金
運
動
、
生
協
運
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
体
と
強
い
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
労
福
協
の
傘
の
下
で
労
働
団
体
・
労
金
・
全
労
済
が

連
携
を
は
か
っ
て
労
働
者
福
祉
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
か

ら
労
福
協
は
身
近
な
存
在
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
21
世
紀
の
労
福
協
の
新
た
な
挑
戦

　

連
合
結
成
を
機
に
労
福
協
の
役
割
を
見
直
そ
う
と
い
う
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
雇
用
危
機
、
格
差
と
貧
困
の
拡
大
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
後
退
な
ど
が
進
行
す
る
中
で
、
21
世
紀
に
入
っ
て
労

働
者
福
祉
の
社
会
的
運
動
が
求
め
ら
れ
る
情
況
が
生
じ
、
従
来
の

枠
を
超
え
た
幅
広
い
連
携
を
可
能
と
す
る
労
福
協
（
労
働
組
合
は

労
使
関
係
が
中
心
で
先
入
観
を
も
っ
て
見
ら
れ
や
す
い
）
の
存
在

は
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
央
労
福
協
は
こ
こ
数
年
、
貸
金
業

法
改
正
、
割
賦
販
売
法
改
正
、
反
貧
困
対
策
と
運
動
な
ど
、
労
働

者
の
生
活
を
守
る
社
会
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
存
在

感
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

結
成
六
〇
周
年
を
迎
え
た
中
央
労
福
協
は
、「
連
帯
・
協
同
で

つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
二
〇

二
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
ず
れ
詳
し
く

ご
報
告
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
新
潟
県
労
福
協
は
二
〇
〇
九
年
六
月
、念
願
の
法
人
格（
一

般
社
団
法
人
）
を
取
得
し
、
社
会
的
責
任
を
明
確
に
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
労
福
協
構
成
団
体
の
連

合
新
潟
・
労
働
金
庫
・
総
合
生
協
な
ど
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く

と
と
も
に
、
労
福
協
と
し
て
の
社
会
的
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

新潟労福協は2008年11月　いま「協同」を拓く2008全国集会
in新潟に実行委員会構成団体として参加。写真は第12セッショ
ン「格差・貧困の克服と社会連帯」

2008年８月　新潟労福協は、反貧困キャラバン新潟集会を主催。

各
労
働
組
合
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
二
月
に
設
立
し
た
新
潟
県
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
Ｌ
Ｓ
Ｃ
）は「
五

ヵ
年
計
画
」
で
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
る
努
力

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
暮
ら

し
に
係
る
相
談
事
業
を
入
口
に
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
「
自
立
し
た
持
続
可
能
な
地
域

社
会
」
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
は
地
域
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
住
民
、
企
業
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

協
同
組
合
な
ど
と
連
携
し
、
自
治
体
と
の
関

係
も
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
共
感
す
る
多
様
な
人
た
ち
と
結

び
合
う
場
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
各
労
働
組
合
・
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
各

地
域
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
も
お
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

　

日
本
社
会
が
壊
れ
そ
う
な
今
、
労
働
者
福

祉
運
動
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。

「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」をめざして
インターネット 新潟労福協 検索

http://niigata.rofuku.net/


